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1本 報告書は・ 躰 自転車振興会か ら競輪収益の"部 である蹴 工業振興l

l資 金の補助を受けて作成 した ものであ る。lL_」



序

デ ータベ ースは、わが国の情報化 の進展上、重要 な役割を果たす もの と期待 され て

い る。今後、 デ ータベ ースの普及 に よ り、わが国において健全な高度情報化社 会の形

成が期待 され る。 さらに海外 に対 して提供可能 なデータベースの整 備は、 国際 的な情

報化へ の貢献 お よび 自由な情報流通の確保 の観点か らも必要 であ る。 しか しなが ら、

現在わが国 で流通 しているデータベ ースの中でわが国独 自の ものは1/4に す ぎない

のが現状 であ り、わが国 データベ ースサ ービスひいてはバ ランスある情報産業 の健全

な発展 を図 るためには、わが国独 自のデ ータベ ースの構築 お よび データベ ース関連技

術 の研究 開発 を強 力に促進 し、 デ ータベ ースの拡充 を図 る必要があ る。

この よ うな要請 に応 え るため、(財)デ ータベース振興 セ ンターでは 日本 自転 車振

興会か ら機械工業振興資金 の交付を受けて、 デ ータベ ースの構 築お よび技 術開発につ

いて民間企 業、団体等 に対 して委 託事業 を実施 してい る。委託事業 の内容は、 社会的、

経 済的、国際的に重要 で、 また地域 お よび産業 の発展の促進 に寄与す る と考 え られ て

い るデ ータベ ースの構 築 とデータベ ース作成の効率化、流通 の促進、利用 の円滑化 ・

容 易化 な どに関 係 した ソフ トウェア技術 ・ハ ー ドウェア技術 である。

本事業 の推進 に当 って、 当財 団 に学 識 経験 者 の方 々で構 成 され るデータベ ース構

築 ・技術開発促進委員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 してい る。

この 「沖縄地域におけ る文化情報デ ータベースの構築」は平 成元年度 のデ ータベ ー

スの構築促進お よび技術開発促進 事業 と して、 当財団が沖縄情報通信株式会社 に対 し

て委 託実施 した課題の一つであ る。 この成果が、 データベ ースに興味 をお持 ちの方 々

や諸分野 の皆様方 のお役に立 てば幸 いである。

なお、平成 元年度 デ ータベ ースの構築促進お よび技術 開発促進事業 で実施 した課題

は次表 の とお りである。

平成2年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー



平成元年 度デ ータベ ース構築 ・技 術開発 促進委託課題

分 野 課 題 名

1気 候 情 報 デ ー タベ ース の構 築

2電 磁波環境障害 に関す るデータベ ースの構築

3災 害 情 報 シ ソー ラス の構 築

4意 味情報 を中核 とした医療評価デ ータベ ース

社 会 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シス テ ム の 構 築

5ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ パ ー ソ ンの 情 報 ニ ー ズ に 即

した ラ イ フサ ポ ー トデ ー タ ベ ー ス の 構 築

6博 物 館 情 報 デ ー タベ ース システ ムの構 築

7中 央省庁での電子計算機利用に関す る報告書

の デ ー タ ベ ー ス 化

8沖 縄 地域におけ る文 化情報 データベ ースの構築

9九 州地域 の人材情報 データベ ース構築に関す る
地 域 活 性 化

調査研究

中小企業振興 10高 岡市 商 圏 デ ー タベ ース の構 築

11地 域 の物 産 ・人 材 ・文 化情 報 の デ ー タベ ー ス構

築 と新 しい地域間交流推進に関する調査研究

12マ ル チ メ デ ィア型 地 図 デ ー タベ ー ス構 築 のた め
地 図

の調査研究

エ ネ ・レギ 一 三資 源 13燃 焼技術 と燃焼装置設計のデ ータベース作成

14技 術支援 システ ムにおけ る産業機械部 品デ ータ

ベ ー スの構 築

部 品 ・材 料
15マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺

デ バ イ スの デ ー タベ ー ス構 築

16イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ・ デ ー タ ベ ー ス の

構築
標 準 化

17CD-ROMマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ

ッ トの調 査

18デ ー タベ ー ス構 築 の た め の タ ー ミ ノ ロ ジ ー の

海 外
調査研究

19異 種 デ ー タか ら構 成 され るデ ー タベ ース の

総合的処理技術に関す る調査研究
技 術

20バ イ ナ リモデ ル に基 づ く先端 的文 書 検 索 シス

テムの開発
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沖 縄 地 域 に お け る文 化 デ ー タベ ー ス の構築

1.1構 築 の背 景

沖縄情報通信株式会社 では、主 に観光客に対 し観光情報等 を提供す る ビデ オテ ック

ス利 用に よる情報提供 システ ム(以 下、 ビジ ョンシテ ィ)を 運 営 してい る。

本 システ ムは、沖縄 県内の主要産業 である観光周辺産 業の振 興、沖縄 の文 化的貢献 、

さらには、 きた るべ き高度情報化社会 についての県民へ のニ ューメデ ィア啓蒙 を 目的

に作成 され、観光、 レジャー、 ビジネスの幅広 い情報 を提供 してい る。

沖縄 県の観光資源は、熱帯型 自然 を中心 とす る若年 向 きの行動型 資源 と、戦跡 を中

心 と した中高年 向 きの観覧資源 が主 となるが、特に、前者 は 円高、国際化 の影響 に よ

りグアム、 ハ ワイ等 との差別化 が困難 とな り、沖縄県の優位性 は失 われ つつあ るのが

現状 であ る。

一方
、最近 の観光 客 の動 向は、長崎 オ ランダ村の成功 に代表 され るよ うに、行動型、

観 覧型 に加 え、知 的好 奇心を求め る文化志 向型が台頭 してお り、 この傾 向が沖縄 の観

光産業振興 に大 き く貢献す る もの と考え る。

沖縄 は、古 くは琉球 王朝 を持つ王国であ り、その経緯 を汲む文化資産 の豊富 さ、特

異性 は我 国で自他共 に認 め るの ものがあ る。

以上 の状況を踏 まえ、 ビジ ョンシテ ィに よる情報提供 の一環 と して、沖縄文化情報

をデ ータベース化 し、 全国に広 く提供す ることに よ り、観光客数 を増加 させ、沖縄県

主要産業 であ る観光周辺企業 を活性化 し、 さらには、我 国の文化資産 保護を データベ

ース主導で行 うことを 目的に沖縄文化情報の データベースの構築を行 う。

1.2目 的

沖縄県内の文化資産 を紹介す る上 で、系統 だ った啓蒙 資料 は、沖縄百科辞典(沖 縄

タイ ムス社編)等 の文 献資料が 中心 で本格的 に電子化 された ものはない といえ る。 こ

れ ら資料 は一般 に対 す る紹介 とい うよ りも辞典形式 で研 究用 の もの といえ る。加 えて

文献 であ る為、持 ち運 び、情報 内容 の更新性等 で大 きな問題 をかか えてい る。

この為、沖縄 県内の文 化資産 を手軽に一般に紹介 し、 県内外 にその内容 を広 く流布

し、 かつ即時性 のあ る紹介を行な うことに よ り沖縄 県内への来沖者 を増加 させ、県 の

産業振興を行な うとともに県内文 化資産 の保護 、啓蒙 をす る ことが で きな いのか とい

う視点か ら 「沖縄地域 におけ る文 化 データベ ースの構築」 を構想 した。構 築す る上 で

の基本的 なポイ ン トは

一1一



(1)ユ ーザ ー(観 光 客 又 は 他地 域 に あ って観 光 を希 望 す る もの)サ イ ドに立 って、

利 用 しや す い シス テ ム とす る こ と

(2)デ ー タベ ースの 内 容 が文 化 的 色 彩 が 濃 い こ とか ら、教 育 デ ー タベ ース と して 活

用 で き る よ うにす る こ と

等 に留意 した。

こうした観点か ら、 デー タベ ース構築 にあた っては、その検索 の切 り口を十分

検討 し利用者 の感性、 目的 にあ った検索肢を含む こと、加えて来 沖者 のみ な らず、

他地域 内の沖縄観光希望者 に対 して も広 く啓蒙す る必要 があ る ことか ら、 システ

ム的には、標準表示 プロ トコルの設定、複数 のメデ ィアに表 示可能なデ ータベ ー

スイ メージの作成 を充実 させ ることと した。

すなわ ち、構築 され、広 く利 用 され ることに よ り沖縄県 の産業振興、文化的貢

献に寄与す ることが、沖縄地 域 におけ る文化 デ ータベース構築 の 目的であ る。

1.3ビ ジ ョン シ テ ィ構 想

(1)ビ ジ ョ ン シ テ ィ構 想

沖縄情報通信株 式会社 では、主 に観光客に対 して、観光情報 を提供す る ビデナ

テ ックス利用 に よる ビジ ョンシテ ィを運営 してい る。

本 システムは、沖縄県 内の主要産業 である観光周辺産 業 の振興、沖縄 の文化的

貢献を中心 目的 として作成 されてい る。

加 えて、 きたるべ き高度情報 化社会において、地方普及が遅れ、 ど うして も首

都 圏、大都市中心 とな りがちな、 ニ ューメデ ィアサー ビス、 イ ンフラス トラクチ

ャーを沖縄県に根 づかせ、県民 の総合的な通信資産 とし、利用す ることも大 きな

目的 とな ってい る。

また、沖縄か ら他 県へ情報 を配信で きる随一 の大型電子 メデ ィア として、 今後

高度情報化社会時代におけ るエ ン ドユーザ ー型通信 の沖縄 県の窓 口機能を持 つ こ

とを構想化 して作成 されてい る。

すなわち、沖縄県におけ る観光産業振興、文化 的貢献 、高度情報化社会のイ ン

フラス トラクチ ャー整備、他県 への沖縄情報配信 の窓 口機能 と して、 ビジ ョンシ

テ ィは、昭和62年10月 そ の運営 を開始 した。
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(2)ビ ジ ョン シテ ィ構 想 との位 置 づ け

ビジ ョン シテ ィ構 想 の一 環 と して沖 縄 地 域 に おけ る文 化 情 報 デ ー タ ベ ー スは 、

総 合 情 報 デ ー タ ベ ース 内 で の文 化 領 域 を 受 け持 つ 。

ビジ ョン シテ ィデ ー タベ ー スは 、 そ の 当初 の成 り立 ち か ら、 観 光 情報 が 中心 と

な って い るが 、 そ の 中 で も特 に 、若 年 向 きの ス ポ ー ツ、 ビーチ の 行動 型 観光 施 設

情 報 、 中 高年 向 きの 史跡 、戦 跡 等 の観 覧型 施 設情 報 が 中心 とな って い る。

しか しな が ら、 最近 の傾 向 と して、 文 化 を キ ー ワー ドと した知 的探 求型 の来 沖

者 に 対 す る情 報 サ ー ビス機 能 が不 足 して いた わ け で あ るが 、 本 デ ー タベ ース の構

築 に よ り、 文 化 的 な部 分 を補 完 し、 よ り完成 度 の高 い観 光 文 化 デ ー タベ ースに な

る とい え る。

表1ビ ジ ョンシテ ィの全 体構 想

〈 ビデオテ ックス通 信(NAPLPS)〉

情報提供一観光情報

DOSPORTS

食べ る ・飲む

ショッピング

名産 品

沖縄百科

交通情報

県 内主要 観 光 地 ガイ ド

県 内 全 ビーチ、 ゴル フ場 、

テ ニス コー ト

県 内飲 食 店 ガイ ド

県 内土 産店 ガイ ド

県 内名 産 品 ガイ ド

県 勢 デ ー タ

県 内 バ ス路 線 、 船 、 飛 行 機 航 路 ガ イ ド

沖 縄 文 化 情 報 デ ー タベ ー ス

〈電子広告 システム〉

情報 提供 一観光情報、 県内主要観光地 ガイ ド

〈フ ァクシ ミリ通信 〉

情報提供 一公共工 事入落札情報、建築確認 申請情報

沖縄文 化情報 データベ ース

〈パ ソ コ ン通 信 〉

情 報 提 供 一沖 縄 文 化 情 報 デ ー タベ ース

〈双方 向CATV通 信 〉

情報提供 一沖縄文化 情報 データベ ース
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1.4 シス テ ム イ メー ジ

沖 縄 地域 に お け る文 化 情 報 デ ー タベ ース は、 大 き く分 け て、 陶 器 、 漆 器 、 織 物 、

紅 型 、 琉 球 ガ ラス 、 民俗 芸 能 、 組 踊 、舞 踊 、 民 謡 、 民話 の分 野 に分 け られ る。

利 用 す る シス テ ムは 、現 在 運 用 して い る ビジ ョン シテ ィの ネ ッ トワー ク とPCで

の ス タ ン ドア ロ ン型 で利 用す る こ とが で き る。

下 図 は、 ビジ ョン シテ ィ.のネ ッ トワー ク シス テ ム構 成 であ る。

図1 ビ ジ ョ ン シ テ ィネ ッ トワ ー ク図

添 付資 料4

ネ ッ トワー ク図

銀行

[
　

セン ター システ ム

沖縄 県那 覇市

試用 者/

沖 縄情 報通 信株 式.会社

CPU

汎用 中型

コ ンピ ュー タ

X2

・禦 ・
.o通 　 東京

/＼ 虹{目 ・・一 テ・一

晒 布国際通り

フ ァ ッシ ョンビル 港 ドライ ブイン 那覇 市国 際通 り 青年 の家 ホテル

那 覇地 区(那覇・泊南 岸 ・安謝)一

9面

街頭型利用者場末撮

衝頭型利用者端末機

ホテル 離島民宿

恩納村地区

L。 。型利賭 。末。」

■
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1.5実 施 体 制

(1)作 業 手 順

前記 システ ムイ メ ー ジに基 づ い て、 次 の よ うな、 作 業 手 順 と した 。

① デ ー タベ ー ス研 究

② シス テ ム設 計

③ プ ・グ ラ ム開発

④ デ ー タベ ー ス作 成

尚、 作 成 す る デ ー タベ ー スは 、NAPLPS画 面 で500画 面 と した。

(2)実 施体制

実施体制 と しては、沖縄文化 デ ータベース推進委員会(表2参 照)を 設置 し、

システ ム設計 のチ ェック並び にデ ータベ ースの コンセプ ト作成、 内容確認、サ ー

ビスの方法等 につ いて審議 していただいた。'

す なわ ち、沖縄県 の文化資産を活用す る為 に、観光、教育 、文 化、事業のあ ら

ゆ る立場 の専門家 の方 々に幅広い観点か ら助言を していただいた。

主 な論点は次の通 りであ る。

① 沖縄文化 デ ータベ ースの基本 コンセプ トの検討/審 議

② 沖縄文化 デ ータベ ースの項 目内容 の検討/審 議

③ 沖縄文化 デ ータベ ースの利用形態/方 法

④沖縄文化 デ ータベースの今後 の発展方 向性

表2沖 縄文化 デ ータベ ース推進委員会名 簿

氏 名 所 属 団 体 役 職

委員長 眞栄城 守定 財団法人 沖縄地域科学研究所 理事長

委 員 仲 間 一 郎 沖縄総合事務局 通商産業部 商工課 課 長

〃 下 地 英 一 沖縄県 商工労働部 商工課 課 長

〃 大 城 栄 禄 沖縄県 観光文化局 観光振興課 課 長

〃 翁 長 自 健 沖縄県 観光文化局 工芸産業課 課 長

〃 照屋 善次郎 沖縄県 観光文化局 文化振興課 課 長

〃 宜保 栄治郎 沖縄県 教育庁 文化課 課 長

〃 平 良 邦 夫 沖 縄物 産 セ ンタ ー 社 長
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2.デ ー タ ベ ー ス構 築 内 容

2.1作 成手 順 フ ロー

本デ ータベースの作成 す る手順 は、図2の 通 りであ る。作成 にあた っては、段階 的

に ① システム設計 ② データの収 集 ③ 分類 ・整理(標 準化)④ 電子化の手 順で構

築す る。尚、 データベ ースの情報種 類並びに主な情報 内容につ いては、下記 の通 りで

ある。

(1)デ ータベ ースの情報種類

本 データベ ースの作成 にあた って、沖縄文化 の特色、重要性を加味 し、

大 きく ① 陶器 データ ② 漆器デ ータ ③織物 デー タ ④紅型 データ ⑤琉

球 ガラスデータ ⑥ 民俗芸能 データ ⑦ 組踊デ ータ ⑧舞踊 データ ⑨ 民謡

デ ータ ⑩ 民話 データの電子化を行 うこ ととした。

(2)主 な情報 内容

それぞれ の情報種類 において作成 され る情報 内容は、大 きく分けて ①商 品

知識 ②店舗 ③企業 団体 紹介 ④ セ ミナ ー/体 験 コース ⑤ ツアー/イ ベ

ン ト情報 の5種 類に分類 され、具体的 な内容については、表3の 通 りであ る。

表3情 報の内容

セ ミナ ー/

体 験 コ ー ス

企業団体紹介 店 舗 商品知識
ツ ア ー/

イベ ン ト情 報

コ ー ス 名 企業/団 体名 所在地 主な商品特性 期 日

日程 所在地 代表者 歴史 場所

場所 代表者 主な取扱い商品 売上統計 主催者/団体

費用 売上高 特 典 サ ー ビス 製造工程 ス ケ ジ ュ ー ル

ス ケ ジ ュ ー ル 就業人数 地図 名品/史物 交通

講師 主な取扱い商品 おすすめ商品 製造所 費用

主な内容 地図 販売店

交通

地図
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デ ー タの収 集

分類 ・整理

(標準化)

電 子 化

(フ ァイ ル化)

沖 縄 文 化 情報

デ ー タベ ース

・具体的情報項 目設計

・検索方式設計

・プログラム設 計

デ ー タの更新 ・修 正

イ ンデ ックス キ ーの作 成

作 成手 順 フ ロー

民 俗 芸 能 デ ー タ

組 踊 デ ー タ

舞 踊 デ ー タ

民謡 デ ー タ

民 話 デ ー タ

ー7一



2.2情 報 提 供 フ ロー

情 報 提供 フ ロー は以 下 の4種 類 に大 き く分 け られ る。

① 希 望 イ ンデ ックス に よ る情 報 提 供 フ ロー

②Q&A型 の質 問 形 式 に よる情 報 提 供 フ ロー

③ 解 説 型 の ダイ レク トア クセ ス に よる情 報 提 供 フ ロー

④ 画面IDNOに よ る ダイ レ ク トア クセ ス情 報 提 供 フ ロー

これ らの情報提供 フ ローは複 合化 され てお り、 その複 合条件 に該 当す る情報を情報

デ ータベ ース ファイル よ り抽 出表示 す る形態 を とる。 この形態 を とることに よ り、 あ

らゆ る層に適 した検索項 目よ り情報 を抽 出す るこ とが可能 とな り加 えて、情報 デー タ

ベ ースの多 目的利用が可能 となる利点があ る。

本デ ータベ ースの4種 類 の情報提供 フローに よ りデ ータベース検索 に不慣れ な利用

者に対す る簡 易型 の紹 介か ら教育、企業におけ る研究、調査利用 まで幅広 く対応す る

ことが可能 とな り、 デ ータベ ース利用 の促進 が活発化 され る利点があ る。

本 データベ ースの情報提供 フ ローイ メージは 図3の 通 りであ る。

本 データベースの具体 的な検索項 目一覧は表4の 通 りであ る。

1

メイ ン イ ンデ ッ クス

1
1 Il

イ ンデ ッ クス

に よる情報 提 供

Q&Aに よる

情報提供

解 説 型 に よ る

ダイレクトアクセス

画 面IDの

ダイレクトアクセス

1 11
1 ll

画面ID入 力

Q

図3情 報 提 供 フ ロー イ メー ジ

ll

口

1 1

A

一8一



陶 器 表4.検 索 項 目一 覧

口 陶器の解説

1

9
ム

0
0

4

5

C
U

7
σ

沖縄 の陶芸(概 要/あ らま し)

① 歴史

技術 と技法

南 の窯(荒 焼)と 東 の窯(上 焼)

陶土(白 土/赤 土)

粗菜(ク スイ)

製造工程概 略

形 と美

① あ らまかい、 まか い

② か らか ら

③ 抱瓶(た ちびん)

④ 嘉瓶(ゆ しびん)

⑤ 急 須(ち ゅ一か 一)

⑥ 花瓶(花 生)

⑦ 蓋物(ふ た もの)

⑧ 大皿

⑨ 獅子(し 一さ一)

E]陶 器を見たい
-

り
乙

0
0

4

製造元(窯 場)

販売店

博物館

組 合

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ツ プ

口 陶器について調べたい

1参 考文献 一 →参考文献一覧

2図 書館

3博 物館

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ プ

マ ッ プ

巨]陶 芸を習いたい

1個 入指 導

2カ ル チ ャー教 室

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先
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巨
口 漆器の解説

-

り
乙

3

4

5

概要(歴 史/あ らまし)

漆工芸 と琉球王府

琉球漆器 の新 しい時代

技術 と技法

① 木地材 素地(き じ)

② 下地

③ 塗 り

④ 加飾の技法

1堆 錦(す い きん)

2螺 釦(ら でん)

3沈 金(ち ん きん)

4そ の他 の加飾法

5蒔 絵(ま きえ)

6漆 絵(う る しえ)

形 と美

① 会席膳

② 盆類

③ 椀類

④ 東道盆(と うんだ 一ぶん)

⑤ 重箱

⑥ 提重(さ げ じゅ う)

⑦ 湯庫(た 一 く一)

口 漆器を見たい

1製 造元

2販 売店

3博 物館

4そ の他

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先 マ ップ

所在地/問 い合わせ先

口 漆器について調べたい
-

り
ム

O
O

参考文献
図書館

博物館

参考文献一 覧

所在地/問 い合わせ先 マ ップ

所在地/問 い合わせ先 マ ップ

口 漆器芸を習いたい

1学 校 所在地/問 い合わせ先
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織 物

口 織物の解説

1沖 縄の織物(概 説)

2琉 球耕

① 概要

② 歴史

③ 技術 と技法

④ 耕の種類(図 柄)

1経 耕 ・新柄を経糸のみであらわ した もの

2緯 耕 ・新柄を緯糸のみであらわ した もの

3経 緯耕 ・新柄を経緯両方の糸によってあらわ した もの

⑤ 製造工程概略

3首 里の伝統織物

① 概要

② 歴史

③ 技術 と技法

④ 製造工程概略

4読 谷山花織

① 概要

② 歴史

③ 技術と技法

④ 製造工程概略

5芭 蕉布

① 概要

② 歴史

③ 技術 と技法

④ 製造工程概略

6久 米島紬

① 概要

② 歴史

③ 技術 と技法

④ 製造工程概略

7宮 古上布

① 概要

② 歴史

③ 技術 と技法

④ 製造工程概略
8八 重山上布 ・ミンサー帯

① 概要

② 歴史
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③ 技術 と技法
9与 那国の織物

① 概要

② 歴史

③ 技術 と技法

口 織物を見たい

1製 造元

2販 売店

3博 物館/資 料館

4保 存団体

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ップ

「]織 物について調べたい

-

り
乙

0
0

4

5

参考文献
官庁資料室/図 書館
資料館

博物館

保存団体

一 →参考文献一覧

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ フ

マ ッ プ

マ ッ プ

口 織物を習いたい

1各 種組合/製 造元 所在地/問 い合わせ先
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紅 型

口 紅型の解説
1

リ
ム

3

4

5

概要

歴史(あ らまし)

紅型の技術 と技法、工程

① 紅型の技術、技法を工程順に解説

② 色

③ 隈 ど り

紅型の美

① 色、模様の構成

② 筒描 きの紅型の模様

紅型の製造工程概略図

口 紅型を見たい

1製 造元

2販 売店

3博 物館

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先 マ ツ プ

口 紅型について調べたい

1

リ
ム

リ
0

4

参考文献 一 →参考文献一覧
図書館

資料館/博 物館
保存団体/協 同組合

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ プ

マ ッ フ

口 紅型を習いたい

1製 造元 所在地/問 い合わせ先

2カ ルチ ャーセ ンター 所在地/問 い合わせ先
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琉 球 ガ ラ ス

[綱 ラスの解説
-

り
乙

3

概要(琉 球 ガラスの特徴)

歴史(あ らま し)

琉球 ガラスの製法

① 琉球 ガラスの技術 と技法

② 製造工程

口 原料の選別について

↓

[■ 原料を色別に溶融

↓

口 溶融 ガ ラス の巻 と り

1た ね ま き

↓2宙 吹 き法

3型 吹 き法

4色 ガ ラス 、 多 色 ガ ラス

5ボ ン手付 け

ロ ポ ン手 の切 り離

しと除冷

↓

「■ 仕上げ

口 琉球ガラスを見たい

1製 造元(ガ ラス工場)

2販 売店

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

口 琉球 ガラスについて調べたい

1参 考文 献

2図 書館

3組 合

一 一ーーー 一→参 考文献一覧

所 在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ プ

口 蹴 ラス製造を体験したい

1ガ ラス工 場 所在地/問 い合わせ先

一14一



民 俗 芸 能

口 沖縄の民俗芸能の解説と主な民俗芸肯巨

1民 俗芸能 の解説(年 中行事 との関わ り、特 色な ど)

2郷 土 の芸能(年 中行事)

① エイサ ー

② 臼太 鼓(う しで一 く)

③ 巻踊 り

④ 獅子舞

3郷 土 の芸能(本 土系 ・南方系)

① 二十 日正 月祭 り(ジ ュ リウマ まつ り)

② 京太郎(ち ょんだ ら一)

③ 南 島(ふ え一ぬ しま)

4郷 土 の芸能(中 国系)

① 打花鼓(た 一ふ あく一)

5郷 土 の芸能(宮 古)

① クイチ ャー

6郷 土 の芸能(石 垣)

① ア ンガマ

口 民俗芸能を観たい
-

り
ム

う
0

4

に
J

C
U

エ イ サ ーを 観 た い

臼太 鼓(う しで 一 く)を 観 た い

打 花 鼓(た 一ふ あ く一)を 観 た い

京 太 郎(ち ょん だ ら 一)を 観 た い

獅 子 舞 を観 た い

南 島(ふ え 一ぬ しま)を 観 た い

口 民俗芸能について調べたい

1参 考 文 献 一 一ー一一→参 考 文 献 一 覧

2図 書 館

3民 俗芸能 保存会(国 指定 ・選定文化財関係)

所在地/問 い合わせ先
マ ッ プ

所在地/問 い合わせ先

口 民俗芸能を体験したい

1個 入指導

2保 存 団体

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

一15 一



口
口 組踊の解説と主な組踊

1組 踊 の解説

2組 踊5組

① 組踊5番 解説

② 二童敵討(に ど うて き うち)

③ 執 心鐘 入(し ゅ うしんかね い り)

④ 銘苅子(め か る しい)

⑤ 女物狂(お んなもの ぐるい)

⑥ 孝行の巻(こ うこ うの まき)

3そ の他 の組踊

① その他 の組踊解説

② 手水 の縁(て みず のえん)

③ 万歳敵討(ま ん ざいて き うち)

④ 花売 の縁(は な う りの えん)

口 組踊を観たい

1組 踊 の上演

2伝 統組踊保存会

3そ の他 の団体

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

口 組踊について調べたい

1参 考文献 一 →参考文献一覧
2官 庁資料室

3博 物館

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ プ

マ ツ フ

一16一



舞 踊

口 舞踊の解説と主な舞踊

1舞 踊の解説(歴 史、特色)

① 古典舞 踊

② 雑踊 り(ぞ うお ど り)

③ 創 作舞 踊

2古 典踊 り

① か ぎやで風節(か じゃで いふ うぶ し)

② 特牛節

③ 上 り口説(ぬ ぶい くど うち)

④ 下 り口説(く だい くど うち)

⑤ 高平良万歳(た かでえ らまん ざい)

⑥ かせかけ

⑦ 伊 野波節(ぬ ふ あぶ し)

⑧ 諸 屯(し ゅど うん)

⑨ しゅんだ う

3雑 踊 り

① 鳩 間節

② 谷茶前(た んち ゃめ一)

③ 浜千鳥

4創 作踊 り

① 糸満乙女

② 与那 国旅情

③ わ たん じゃ舟

口 舞踊を観たい

1上 演劇場 ・ホール

2舞 踊が観れ る店

3琉 球舞踊 の協会 ・公演団体

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

口 舞踊について調べたい

-

り
乙

3

参考文献

資料 室 ・資料館

琉球舞踊 の協 会 ・公演団体

参考文献一覧

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ プ

一17一



民 謡

口 沖縄民謡の解説と主な沖縄民謡

1沖 縄民謡 の解説

2琉 球民謡

① て いん さ ぐの花

② 安 里屋 ゆんた(あ さど うやユ ンタ)

③ 谷茶前(た んち ゃめえ)

④ だん じゅか りゆ し

3宮 古民謡

① 淡水(は りみず)の クイチ ャー

② な りや まあや ぐ

4八 重山民謡

① トゥバ ラーマ

② 与那国 シ ・ンカネー

口 沖縄民謡を聴きたい

1沖 縄民謡が聴け る店

2団 体

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

口 沖縄民謡について調べたい

1参 考文献

2図 書館

3団 体

・参考文献一覧

所在地/問 い合わせ先 マ ップ

所在地/問 い合わせ先

[沖 縄民謡を習いたい
-

り
乙

3

4

個入指導

カルチ ャー教室

団体

そ の他

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

一18一



民 話

「]沖 縄民話の解説と主な沖縄民話

1沖 縄 民話の解説

2主 な沖縄民話

① 継子話(ま まこぱな し)

② 蛇 婿入(へ びむ こい り)

③ 雀孝行(す ずめ こ うこ う)

④ 鬼餅 由来(ム ーチ ーゆ らい)

⑤ 尚円王(し ょうえんお う)

⑥ モーイ親方(モ ーイ うえ一かた)

⑦ 赤犬子(あ かいん こ)

⑧ キ ジムナー

⑨ 運正義 留(う んた まぎる一)

口 沖縄民話を読みたい

1図 書館

2保 存 団体

所在地/問 い合わせ先 マ ップ

所在地/問 い合わせ先

口 沖縄民話について調べたい

1参 考文献

2県 内各市町村刊行の民話集

3図 書館

4保 存団体

・参考文献一覧

所在地/問 い合わせ先

所在地/問 い合わせ先

マ ッ フ
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沖 縄Q&A

口 沖縄の自然をテーマ

地 理 、 地形 、海 、環 境 、 人 口な どを テ ーマ に設 問

口 沖縄の文化をテーマ

陶 器 、 漆 器 、織 物 、紅 型 、 琉 球 ガ ラス、 民俗 芸 能 な ど文 化 を テ ー マに設 問

口 沖縄のくらしをテーマ

食 事 、 風 俗 、 こ とぽ 、 家屋 な どを テ ー マに設 問

●問題はそれ ぞれ10問 程度 とし、な るべ くや さしい問題にす る。

答 えは3択 形式 に し、解答画面 には解説 を入れ る。

Q&Aの 途 中か らは、原則 として スキ ップは させ ない。

一20一



2.3検 索 画 面

沖 縄 地 域 に お け る文 化 デ ー タベ ー スの 実 際 の検索 フ ローは 以下 の 通 りで あ る。

図4検 索 フP-一 覧

螺

5:1{15

7;川7

|1111る1:1|1「sl:川 η

s;Kうo

:川 ワ4
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2.4シ ス テ ム構 成

図5は 、 ビジ ョン シテ ィの シス テ ム構 成 で あ る。 ビジ ョン シテ ィ全 体 の構 成 で の沖

縄 地 域 に お け る文 化 デ ー タベ ース の位置 づけ を 明 らか に して い る。

以 下 、 シス テ ムに お け る位 置 づ け を シス テ ム構 成 、 デ ー タベ ー ス構 成 につ い て説 明

す る。

(1)シ ス テ ム構 成 に おけ る位 置 づけ

ビジ ョン シテ ィはNAPLPS方 式 を 利 用 し、 セ ンター シス テ ム とVTX(ビ

デ オテ ッ クス)端 末 機 を 公 衆網 で接 続 し、 情報 を提 供 す る広 域 型 の情 報 ネ ッ トワ

ー ク シス テ ム で あ る
。 沖 縄地 域 に おけ る文 化 デ ー タベ ー スは この ネ ッ トワー クで

の提 供 を 中心 に 行 うわ け であ るが、 各 地 域 での イ ベ ン ト利 用 、 遠 隔 地 で の 回線 費

用 軽 減 、 家 庭 、 学 校 内 での教 育 利 用 、 セ ンタ ー非 稼 働 時 間 外 での利 用 等 を考 慮 し、

PC(パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ)単 体 で の利用 可 能 な シス テ ム構 成 とな って い る。

ネットワーク利用

2400BPS

セ ンタ ー

シス テ ム

D

C

D1

ピジョノノテ{

ア 一 夕ペ ー ス

公衆網 VTX端 末

電子広告システム

一 CPU

一 〃 NAPLPS

デ コー ダ

NAPLPS

検 索S/W

〃

デ ータベ ー ス

管理S/W

文化

D/B単体利用

PC

図5シ ス テ ム構 成

フ ァ ク シ ミ リ
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(2)デ ー タベ ース構 成 に おけ る位 置 づ け

図6は 、 ビジ ョン シテ ィ内 の デ ー タ ベ ース の主 な項 目で あ る。 デ ー タベ ースは 、

観 光 、DOSPORTS、 食 べ る ・飲 む 等 観 光 情報 、 特 に行 動 型 遊 覧型 の情

報 が 中心 とな って い る。

沖縄 地 域 に おけ る文 化 情 報 デ ー タベ ー ス は、 文 化志 向型 の観 光 情 報 並 び に教 育

情報 と して の観 点 か ら産 業 振 興 、 地 域 貢 献 を 目的 と して作 成 され て い るが、 本 デ

ー タベ ース の追 加 に よ り
、 よ り観 光 デ ー タベ ース とい う単 機 能 デ ー タベ ースか ら

総 合社 会 デ ー タベ ー ス と して の 位 置 づ け を 明確 に す る こ と とな る。

ト スポーツー ト 観 光 午 ト 文化/教⇔ ト 行 政 ヨ

ス ポ ー ツ

沖縄地域にお

け る文化情報

ア ー タ ヘ ー ス

県 勢 デ ー タ

行 政 デ ー タ

T
飲

食

飲食

ガイ ド

ビジ ョ ンシテ ィー

観 光 デ ー タベ ース

▼

総 合 社 会 デ ー タベ ース

建築入札

情報 上

織物名産品 シ ョ ッ ピ ン グ

産

業

交通情報 訓
トー ショッピングー 」 ト ー 生 活 一ー ー ーー ヨ

図6ビ ジ ョ ン シ テ ィ デ ー タ ベ ー ス
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2.5特 徴

沖縄 地域におけ る文 化情報 デ ータベ ースを構築す るにあた り、 その 目的 とす るとこ

ろは、文 化情報を提供 す ることに よ り県 内観光産業の振興 と文化資産 の保護、啓蒙 を

促進 す るこ とであ った。

こ うした 目的の下 に構築 されたデ ータベースは、下記 の特徴を持つ と言 える。

① どの よ うな利 用 者 に も幅広 く利 用 で きる よ うに、 希 望 イ ンデ ックスに よる情 報 提

供 フ ロー、Q&A型 の質 問 形 式 に よる情報 提 供 フ ロー、 解説 型 の ダイ レ ク トア ク

セ ス情 報 提 供 フ ロ ー、 画 面IDNOに よる ダイ レク トア クセ ス情 報 提 供 フ ローの4

種 類 の情 報 提 供 フ ロー を提 供 してい る。

② 情 報 提 供 は オ ン ライ ン提 供 を 基 本 と して い るが 、PCで の単 体利 用 も可 能 で あ る

為 、 イ ベ ン ト、 家 庭 内/学 校 内 、 セ ンタ ー シス テ ム非稼 働 時 な ど広 範 囲 な利 用 が

可 能 で あ る。

③ ユ ーザ ーは 現 在 の ビジ 。ンシ テ ィの ビデ ナ テ ッ クス端 末 に加 え、 パ ソコ ン通 信 、

単 体 利 用 等 幅広 い メデ ィアで 県 内外 で の利 用 が可 能 で あ る為 、 沖 縄 の文 化 性 を広

範 囲 に 啓 蒙 す る こ とが で き る。

④ 本 デ ー タベ ー スは 、 ビデ オ テ ックス の標 準利 用 形 態 であ る ツ リー構造 で情 報 検 索

を行 うの で は な く、 デ ー タベ ー ス と構 造 を リレー シ ョナ ルな形 で 結 合 して い る為 、

デ ー タベ ース の更 新 、 デ ータ ベ ー ス の複 数利 用 の効 率 化 が は か られ る。

⑤ 沖 縄 で初 の総 合 文 化 情 報 デ ー タ ベ ー スの 電子 化 が 可 能 とな り、 県 内文 化 情報 の 保

存 、 啓 蒙 に貢 献 す る。

2.6予 想 され る効 果

(1)効 果

・沖縄地域におけ る文 化情報 データベ ースは、沖縄地域 におけ る初 の総 合文 化

情報 の電子 化であ る。 デ ータベ ースの電子化は、電子 メデ ィアを通 して、全

国 どこで も情報 を ア クセスす ることが できる。 かつ、情報 の更新、時 間的制

約 か らの解決 、情報再利用等 の効率的 な利 用が可能に なる。そ の意味 におい

て、沖縄 の文化性 を他地域 に広範囲に啓蒙 で きる効果が期待 で きる。
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・作 成 した文 化 情 報 デ ー タ ベ ー スは 、NAPLPS方 式 の画 像型 の デ ー タベ ー

ス であ り、 あ らゆ る層 に読 み や す い型 とな って お り、利 用 の普 及 促 進 が はか

れ る効 果 が期 待 で き る。 一

・文 化 とい う特 性 か ら、観 光 以外 に も教 育 市 民 情 報 と して の利 用 も可 能 で あ る。

(2)利 用 見通 し

① 利 用対 象者

主 な利 用 対 象者 と して、 以下 の業 種 が 考 え られ る。

・旅 行 代理 店 ・市 町村 資 料 室

・航 空 会 社 ・土 産 店 、店 舗

・学 校 ・空 港 、 タ ー ミナ ル等 の公 共 的 施設

・博 物 館 、 公 民 館 、 図 書 館 ・ホ テ ル、 リゾー ト

② 利用用途

代表的な利用業種 と利用用途例 は以下 の通 りである。

・旅行代理 店

県内 よ りも県外の旅 行代理店 の カウ ンターで利用。

沖縄の見 どころ、文 化的経験施設 の紹介に よ り、沖縄旅行希 望者 のアイ

キ ャ ッチ用に利用す る。

・学校

学校 内教育 において利用、特に小学校 での社会科教育、郷土文化教育 で、

教師が生徒 へ紹介す る型 の利用や、生徒 自身に利用 させ、 コン ピュータ

教育 を兼 ね るCAI(COMPUTERAIDEDINSTRUCTION)教 育機器 、教材 と

して利 用可能。

・観光協会、組合

県外 での沖縄紹介 フ ェアや、イベ ン トで利 用可能

催 し物会場 に、情報端 末を設置 し、沖縄情報 の啓蒙 を行 う。電話回線等

の利用 が不要 なので、機動力のあ る利用が可能 とな る。

＼

③利用頻度

正確 には未定であ るが、 ビジ ョンシテ ィ内情報 の うち、観光 、文化 的な情報

の年 間ア クセス画面数か ら想 定 し、90万 画面/年 以上 を想定 してい る。
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3今 後の課題

3.1シ ステ ム の評 価

本 デー タベ ースは、誰 にで も気軽 に利用す ることがで きる沖縄初 の文化情報 の電子

化であ り、観光、文化、教育、産業 で利用可能 なマルチパーパスなデ ータベ ースであ

る。 その意味 においては、 だれ で も気軽 に利用可能な検索 フローを設定 し、 いつで も

何処 で も利 用 で きる よ うに大規模電子 ネ ッ トワー ク上 で構築 した ことに加 えてPCベ

ースでの単 独利用型 デ ータベ ース構成並びに ソフ トウェアを採用 した ことは今後 の沖

縄文化情報 の データベ ース化を促進 して い く上 で大 きな効果 があ る といえ よ う。 しか

も短期 間でその概要 を設計 し、今後の沖縄文 化情報 のデータベ ース化 の基礎 を作成で

きた ことは、大 き く評 価 で きるのではないか。

しか しなが ら、電子媒 体の特 質であ るデータの加工、修正、 更新 の便利 さに対す る

追求、 な らびに選定 した テーマの大 きさか らどこまで明快に内容 を しぼ りこめたか と

い う点につ いては、今 後改良すべ き内容 が多 々ある と認識 してい る。

その点か ら本 デー タベ ースの問題点 を考慮 してみ る と、

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

複合条件に よる検索が必要 ではなか ったか。

情報 の更新 のオ ンライ ン化が必要 ではなか ったか。

文 化の規定が 明確だ ったか。

文 化情報 を キー とした産 業振興の視点が明確だ ったか。

訴 求す るメデ ィアの選択 は確 かだ ったか。

とい う点が あげ られ る。 以下 それ ぞれ の問題点 に応 じて今後の方 向を さ ぐってみ る。

(1)複 合条件に よる検索

本デ ータベ ースは、利用者 の層を拡大す るためお もに キー ワー ドを多様 した情

報検索 の手法を採用 した。 この方法は初心者の利用拡大には効果が あるが、やや

専門的 な利 用者 には物足 りない手法 といえ る。 また観光者 を中心 に考 えた場合、

人数、期 間、嗜好 、 目的、予算 等の各種 の条件 に よ り行動 パ ター ンが変化す るが、

そ の よ うな利用者 に対す る適切 な利 用法を今後開発す る必要 があ ると考 えてい る。
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(2)情 報 の更 新 の オ ン ライ ン化

本デ ータベ ースは沖縄 の文化情報 の電子化 の基礎 情報作成 に重点をおいたため、

更新性 のあ る情報 には重点 をあ ま り置か なか った。 しか しなが ら、陶器 の窯 だ し

日、祭 り、イベ ン ト、体験 ス クール等即 時更新が必要な情報 ほ ど利用者 の ニーズ

が高い ことも事実 であ る。今後 はその点を踏 まえ、観光連盟、協会、各種 の協 同

組合、その他観光 、教育施設 か らPC利 用に よる情報更新 ソフ トウェアの開発や、

セ ンター シス テムを核 とす る情 報更新 の環 境づ くりが重 要課題 といえ よ う。

(3)文 化の規定

本デ ータベ ース作成 にあた り教育、観光 、産業 、行政等 の各界の先生 の方 々に

ご指導 をいただいたが、沖縄文化 を どの よ うに規定す るかが大 きな論 点 とな った。

今回デ ータベ ース化 され なか った文化情報 と して、食文化 、薬文化、郷土の遊 び、

首里城等 に関す るものがあ る。 これ らはす べて今回 データベ ース化 された情報項

目に劣 らず沖縄 を代表す る文化 といえ る。 今後 は このよ うな情報 も積極的 に沖縄

文化 として紹介 して い く必要 が ある と考 えている。

(4)文 化情報 をキー とした産 業振興

本 デ ー タベ ー ス は文 化 情 報 を キ ー と した産 業 振 興 を 目的 の一 つ と して 作成 され た。

そ の 意 味 に お い て最 も メ リ ッ トが あ るの は イ ベ ン ト、 体 験 コ ース、 ス クール 等 で あ る。

しか しな が ら残 念 な こ とに この種 類 の 情報 は あ ま り多 くは な か った。 それ は と りもな

お さず 沖縄 に この種 の 施設 が少 な い こ とを意 味 して い る。 今 後 は情 報 もさ る こ とな が

ら、 産 業振 興 の イ ンフ ラス トラ クチ ャーの 作 成 を 情 報 提 供 を 牽 引者 と して積 極 的 に ア

ピールす る必 要 が あ る とい え よ う。

(5)訴 求 す る メデ ィアの 選 択

本 デ ー タベ ース の構 築 に あた って は、 利 用 の しや す さ、 普 及 の しや す さ等 を考

慮 して、 ビデ オ テ ッ クス を採 用 した。 しか しなが らデ ー タベ ース に よって は 民謡 、

民 話等 、 音 声 デ ー タベ ース が効 果 的 な もの 、 まつ り、 イ ベ ン トの よ うな 映 像 デ ー

タベ ー スが効 果 的 な もの もあ る。 また利 用 者 の層 を 考 え る と、視 覚 障 害 者 、 聴 覚

障 害 者 な ど特 定 の メ デ ィアで しか 情報 を 利 用 で きな い利 用者 が い る こ とを 忘 れ て

は いけ ない。 そ の意 味 に お い て 、 今 後 は 、 音 声 応 答 シス テ ムに よる情 報 提 供 、C

D、 双 方 向CATV等 を 利 用 した マ ル チ メデ ィア端 末 の利 用 も積 極 的 に考 え て い

く必要 が あ る とい え る。
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3.2今 後 の課 題

前 記3.1の シス テ ムの評 価 に お け る(1)か ら(5)の 各 問 題 点 の抽 出 は、 この

ほ か に もい ろい ろな視 点 が あ ろ う し、反 面 、 これ らの問 題 を フ ォロー した にせ よ完 全

な デ ー タ ベ ー スが作 成 で き る保 証 は な い とい え る。

デ ー タベ ースは 本来 成 長 して い く物 で あ り、 そ の 内容 が文 化 で あ るな らば な お さ ら

変 化 成 長 して い く ことを 前提 に考 え る必要 が あ る とい え よ う。

そ の意 味 に お いて 、 今 後 の 本 デ ー タベ ース の拡 張 に あ た り、 あ らゆ る変 化 に柔 軟 に

対 応 した シス テ ム機能 の 拡 大 、文 化 の把握 を 明確 に した デ ー タベ ース の作 成 が利 用 者

に と って利 用 しや す い 地 域 活 性 化 のた め の デ ー タベ ース構 築 を可 能 にす る と考 え る。
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